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	①Why
目的
	プレゼンテーションの目的の確認
若者の職業意識調査を報告し，高校生の職業意識を高める
話し手の立場　
高校から調査を依頼された調査報告を総合学習の授業でプレゼンテーションする



	②Who
聞き手
	聞き手のプロフィール
年齢分布：高校2年生
性別　　　：男性：50％，　女性：50％

	
	聞き手の人数　約４０名

	
	聞き手の立場　授業「総合学習」で進路選択に必要な情報を得ようとする立場

	
	聞き手の関心
・進路についての情報を欲しいと思っている
・まだ職業については深く考えていない



	③What
ストーリーのポイント
	伝えたい内容・強調したい項目
・現在の若者の意識がどのような傾向にあるのか
・フリーターが生涯賃金の面で不利であること



	④When
　時間
	与えられたプレゼンテーション時間：３０分間（質疑応答を含む）

	
	実施日時：××××年××月××日（　×　）　開始：10時00分　終了：10時３０分

	
	準備期間：２週間



	⑤Where
　環境
	会場（大きさ，レイアウト，スクリーンの位置など）
・教室形式ノート
パソコン
話し手
スクリーン

・聞き手との距離が短い


	
	環境（調光，室温など）
・厚手のカーテンで会場を暗くできる。
・照明のスイッチは会場前部。



	⑥How
　手段
	使用できるプレゼンテーション手段
・液晶プロジェクター	・スクリーン
・会場のノートパソコンを使用する	・配付資料は必要に応じて配付可能



	⑦その他
	高校生の保護者数名が参加する予定。




プレゼンテーション　ストーリーづくりシート
	①プレゼンテーションのテーマ
若者の職業意識の実態調査報告



	②本題　（本論）
	若者が会社を選ぶ際に，仕事の内容や職種を重視する傾向が強まっている。

	

	フリーターが増加し，2000年6月発行の労働白書では，150万人を超えたと指摘されている。

	

	仕事に対してどのような意識をもてばよいか。



	
・若者の仕事や職業に対する目的意識が低下している。
・仕事の内容ややりがいに関する具体的なイメージをもてなくなっていることが第一の原因である。
・経済的な豊かさが第二の原因である。

・フリーターの定義
・フリーターの数の推移
・フリーターにはどのような種類があるか。


・フリーターの問題点は何か。
・どのようにすれば仕事や職業に対するイメージをもてるのか。
・仕事をもつことの重要性と，仕事がないことの悲しみ。



	③まとめ　（結論）
・仕事や職業について考えることは自分の人生を真剣に考えることにつながる。
・情報化社会の中で仕事や職業に関する情報は比較的に簡単に収集できる。
・身近な人の仕事に関する考え方をインタビューすることも有効である。



	④はじめに　（序論）
・職業に対する考え方を職業意識というが，若者の職業意識が大きく変化してきた
・現状と問題点を考えてみよう



	⑤タイトル
現代の若者の職業意識　　－フリーター150万人の時代をむかえて－




プレゼンテーション　ストーリーシート（完成版）
	プレゼンテーションのテーマ
若者の職業意識の実態調査報告



	タイトル
現代の若者の職業意識　　－フリーター150万人の時代をむかえて－



	はじめに　
・職業に対する考え方を職業意識というが，若者の職業意識が大きく変化してきた
・現状と問題点を考えてみよう
	
・若者の職業意識の変化


本題
	項目
	説明
	追加情報

	若者の就業
仕事内容・職種の重視の傾向
	・若者の仕事・職業への目的意識が低下
・原因
1)仕事内容・やりがいの具体的なイメージをもてない
2)経済的な豊かさ
	

	フリーター増加の背景
	・フリーターの定義
・フリーターの増加：150万人超
（労働白書：2000年6月）
・フリーター志向の背景
	・フリーターの数の推移
・フリーターにはどのような種類があるか。

	仕事に対する意識のあり方
	・フリーターの問題点
・仕事をもつことの重要性
・仕事がないことの悲しみ
・仕事・職業の具体的イメージをもつには
	・フリーターの労働の実態
・フリーターからみた，フリーターの仕事の長所と短所
・フリーターの生涯賃金



	まとめ
・仕事や職業について考えることは自分の人生を真剣に考えることにつながる。
・情報化社会の中で仕事や職業に関する情報は比較的に簡単に収集できる。
・身近な人の仕事に関する考え方をインタビューすることも有効である。





情報シート
	説明する項目
	本題：フリーター増加の背景



	表　題
	フリーターの種類



	出　所
	「首都圏フリーターの意識と実態に関するヒアリング調査」
日本労働研究機構研究所　2000年7月
http://www.jil.go.jp/happyou/20000713_01_jil/20000713_01_jil_gaiyou.html



	情　報
フリーターには大きく３つ、細分化すれば７つの類型
　＊フリーターとなった契機と当初の意識に注目した類型化

１．モラトリアム型
・離学モラトリアム型
高校、専門学校、大学からの中退者、大学受験失敗・進学断念者、進路未定のままの高卒者・大卒者などが含まれる。
・離職モラトリアム型
高卒・短大卒・大卒後、数ヶ月から２年程度の正社員経験を経て離職し、フリーターとなった者。離職理由は労働条件や人間関係。彼らの正社員経験の印象はあまり良いものではなく、離職時に正規雇用を強く志向してはいない。
＊フリーターへの分岐点は随所に存在している。卒業時に進路未定者を出さない進路指導だけでは、問題は解決されない。

２．夢追求型
・芸能志向型
バンドの練習、オーディション応募、養成機関所属など、何らかの関連活動を行っているが、夢への接近度は様々。
・職人・フリーランス志向型
経験を通した技能・技術の蓄積が要求される。関連するアルバイトを行ったり、仕事を請け負ったり、自ら作品を売り込んだりして、市場への参入を図っている。
＊若者のあこがれる職業には、参入ルートが不確かなものが多く、これらの職業そのものが、フリーターという就業形態を要求していると見ることもできる。

３．やむを得ず型
・正規雇用志向型
公務員など特定の職業への参入機会を待っている者、離職したが正規雇用を志向している者、就職活動に失敗した者、派遣を志向した者が含まれる。企業の採用活動がもっと積極的に行われていれば、あるいは特定の職業に関する労働市場の需給状況がもう少し緩んでいれば、このタイプの者のほとんどはフリーターとはならなかったと考えられる。
・期間限定型
進路変更による専門学校への入学時期待ち、次の入学時期までの学費稼ぎ、ワーキングホリデーのための費用稼ぎなどが含まれる。
・プライベート・トラブル型
トラブルにより学校を離れた当初の将来展望ははっきりしておらず、その意味では「１．モラトリアム型」と共通。





